
平成 29年度 解析学基礎/解析学の基礎 II 中間試験問題 2017年 12月 20日 (水)実施

1 集合 A =
{
1− 1

n
: n ≥ 1

}
について，最大限 (maxA)，最小元 (minA)，上限 (supA)，

下限 (inf A)を求めよ．存在しないときは「存在しない」と答えよ．上限と下限につ
いては，用語の定義に従って説明すること．

2 数列 an は有界とする．上極限 α = lim
n→∞

an は次の (i), (ii)で与えられる：(i) anj
→ α

となる an の部分列が存在する．(ii) ∀ε > 0, α+ ε ≤ an を満たす nは有限個である．

(1) 同様に，下極限 β = lim
n→∞

an を与えよ．

(2) lim
n→∞

(
(−1)n − 1

n

)
= −1 であることを (1) に従って説明せよ．

3 数列 lim
n→∞

an = a, lim
n→∞

bn = b とする．このとき， lim
n→∞

(an + bn) = a+ b であること

を示せ．ε-N 法に従うこと．

4 数列 an は漸化式 a1 > 2, an+1 = 4− 4
an

(n ≥ 1) を満たす．このとき，an は収束す
るか否かを判定せよ．

5 連続関数 f(x) は f(x0) > 0 を満たすとする．このとき，∃δ > 0 s.t.

x ∈ (x0 − δ, x0 + δ) =⇒ f(x) > 0

を示せ．

次から1題のみ選択して答えよ．

6 数列 an は lim
n→∞

an = α を満たすとする．このとき bn =
a1 + a2 + · · ·+ an

n
も α に

収束することを示せ．

7 上に有界な単調非減少数列 (an ≤ an+1) は収束することを示せ．

8 ボルツァノ・ワイエルシュトラスの定理をかいて，証明せよ．

9 数列 an は，ある 0 < c < 1 に対して |an+2 − an+1| ≤ c|an+1 − an| (n ≥ 1) を満た
すとする．このとき，an は収束することを示せ．

10 f(x), g(x) は x0 で連続であるとする．このとき，積 f(x)g(x) も x0 で連続である
ことを示せ．ε-δ 法に従うこと．


